
Ⅲ労働災害に伴う休業補

償給付の立替事業

1西成地域における労働災害の実態

この地按の労働者は､港湾運送業､建設業､陸上運

送業､毀遺業など他産業に比べて災害のおこりゃすい

危険な現場で働いている○

昭和44年職謹別災害発生状況別の表を見てもわかる

ように､昭和4緯度中に当センターで扱った立替労働

者611名車､港湾運送業､建設案の災害が518名と実に

全体の86%を占め圧倒的に多い｡

特に4時度は､万国樽建設工事及び関連事業工事に

伴い､建設関係の求人増に比例して建設業関係の仕事

が増加している｡

職種別t･は､港湾運送業で発生する災害が最も多く

全体の単数を占めているが､これは港湾労働法の改正

に伴う労働者の常別巳が進みつつあるとはいえ､やは

り日雇労働者に依存している割合がまだ多いことを示

してい｡そして､法でうだっている近代化､機械化が

まだまだ進んでいるとはいえず､むしろ仕事量の変動

や､安価で多量の労動力が存在する西成の日雇労働者

に大きく依存しているといえよう｡

大阪港においては､荷と滝の状況から､就労してい

るEl雇労働者の割合ぼ常用労働者との比では､船内･

沿岸ともにほぼ4割を占め･日雇労働者と常用労働者

の災害発生の度合いは､船内で2 i 1､沿岸では4 °

1の割合になる○しかし､これらの数は管轄の労働基

準監督署に各関係会社が自主的に報告した｢死傷病報

告｣にもとづいた結果<･あり､当センターで扱った港

湾関係災害労働者教304名という数をあても､各関係

会社が自主的に報告する数はもっと少勘､ことが考え

られる｡これは労働者災害補償保険に対する会社の保

険金の支払いの関係であえて報告せず､会社の手で処

理されているという結果であり､特に8日以内の負傷

の場合に多くみられるo

建設業についても昨年に比し相当増加しているが､

これは､特に万国博建設及び関連事業による求人増に

伴う結果であると思われろ｡万国博と災害の関係を明

確に示す数は､諸般の夢情で困難であり表されていな

いが､万国博関係の求人についで明らかに当センタ

ーに示された数が41,377名Wあり､これに現場が明ら

かにされていない場合や､飯場から直接税労した数な

どを考慮すると､相当数の求人があったと考えられ､

災雷との開運もある程度うかがい知ること掴凍る｡

建設関係の災書については.元諸､下請の関係や､

現場の所在地の関係で災蕾の状況について詳しく知

ることは困難である｡

受傷現場別の表を見ても明らかなように､大阪府下

及び県外を合せると31%あり､この殆んとが建設業と

考えられ大阪市内のみならず近畿全壊､いな全国に渉

っている｡

毀遺業についても､昨年に比べて求人数が増加し､

その増加も大企業の想像出来ない程多くの現場に､直

接雇用の関係でなく､間接的な社外工､請負工の形や

睦時として日雇で就労している｡

このように､港湾運送業､建設案と同様に求人数の

増加が災害の増加に影響しているといえようo

陸上運送業については､求人数が昨年度よりやや減

少しているが､逆に災害は増加しているoこれは､倉

庫内就労に伴う災害が増加したこと､また､若干では

ぁるが最近の交通戦争による影響としての車騙事故の

増加が考えられるo

港湾運送業や建設菜での災害が圧倒的に多いのiお

古くからの企業の受注が不況貝匝あり､作業が季節

や､天候に左右されろために日展労働者に大きく依存

せねばならないということが原因していると考えられ

る｡

これらの産業の企業規模は.殆んと大企業に依存し

ている中小零細企業で.企業間の競争が激しく整備が

遅れている｡

一方において､日雇労働力に依存していなから､企

業が自らなさねはなら勘､安全設備､安全教育の実態

は､前述のごとく､企業の性格から安全設備や安全教

育にカを入れる余裕がなく､それに十分力を入れなく

ても､西成追跡こはそれらの必要なしに､災害を受け

た労働力を補うに十分な働きざかりの余剰労働力があ

る｡そのため企業自身､安全設備､安全教育を真剣に

考え実施していこうとしないし､また､古くからある

根強い封建的な雇用制度と結びついた労務管理がまだ

残っていてそのため､災害の責任がむしろ労働者の

責任に転化されろことが多いo

この地域の簡易宿泊所に寝とまりする労働者の中に

は､全国のあらゆる地方や塵村からまちまちの職歴を

もった労働者が流れ込んでさで危険度の高い演劇こ

.就労する･

もし､充分な施設と安全教育がなされるなら遅､相

:当数の災筈が減ることは明らかである｡

2　労働災害に関する相談

労働災割こ関する相談は､当センターの相談業務の

中で多くの部分を占め､年々増加の傾向にあるDこの

相談は大きく分けて二通りあるo
_つ清い､わゆる労災保険を適用させ,5ための手続上

(I.i:､

の相談､もう一つは休業中の生活費､即ち休業補償費

の立番である｡

手続き上の相談としては､災害に対する啓蒙が不足

しているところから､労働者が災害にあったときに必

要な手続きをどうしてよいのか解らないという相談で

ある｡

この連合､労働災害の手続きを具体的に説明し､事

業所に連絡して医寮楼閣の診断を受け､労働災害とし

て認める現署書を発行してもらうことである｡

しかし､事業所によっては､災害をかくしたり､視

認する者がいないといって視認を拒否したりする塩合

があるoまた､輩業主が労災保険に加入していない塩

合もある｡

これら手続上の相談は比較的簡単で.多くの場合

は､次に掲げる休業神像寅の立替に結びついている｡

現署書の発行や手続きのための相談で労働災害に関

する相動く完了するのではなく､むしろ､粕談はここ

から始まり､生活の保障の問題が緊急な課題となって

くる｡

3　休業補償給付の立替業務

休栗橋償給付の立替は､その日その日の生活に追わ

れているこの地域の労働者にとっては生活の余裕がな

く､ただちに収入が途絶えるため､緊急かつ深刻な問

題である｡

一破約に休業補償費の支給は､一定期間治療を受け

た上で医師の証明のもとに事業主の必要な証明の記

載､別個に賃金台帳､出勤簿の作成をした上で.管轄

の労働基準監督署に話求し､早くても20日以上､遅く

なれば40日以上的､かって支給されるo

このため､この地域の労働者にとって､そんなのん

きなことをいっておれず､災害のあった日から毎日の

生活費の立替が必要になってくる｡

港湾運送業関係で災害にあった場合は､災害が比較

的多いためこれが制度化されていで多くは立替えて

くれるが､土木建設業関係で災害にあった場合は､事

業所が地域的に散在していで個々別々に立替の相談

をしなければならず､また直接労働者を求人する事業

所が下請の末端であり､立替能力がない揚合が多くな

かなか責任をとってくれない｡

匝瑳求人者である末端の事業所は､殆んと労働災書

に対する暮殻が乏しく､また､労災保険に直接加入し

ている揚合は少ない｡それゆえ殆んと元講の保険の適

用を受けなければならず､元講､下請の関係の靭ゝで

複雑な手続を元話に頼むことをしぶったりする場合が

多い｡ "

このようなことをなくし､多くの事業主から立替金

を預り､毎日休業中であることを確認した上で立替金

を出し･必ず必要な書類を添えた上で.事業所で精算

して手続をする場合と､休業補償給付の請求人住所を

センターにLt.印露及び委任状を預り､センターが

~時立替をして後日センターが代理で休業爾値の支給

を受け残金を精算するという方法で立替を行なってい

る｡

昭和44年度の休業描償給付の立番は､ 611名､ 36,05

1.101円､延立替日数29.770日｡

災害労働者数611名車､港湾運送業304名で50. 4%､

建設業214名で35 5%､陸上遠途莱37名で6.1%､製造

業47名で7.8%になっていろ｡

立替金額については､別表で明らかなように､港湾

運送業で災筈にあった労働者が半数を占め､昭和44年

4月より休業補償費の額が､港湾運送業に伴う労働者

に限って1.194円から1.362円に増えたこと､全般的に

も物価上昇と相まって賃金が若干上昇していること

もあり､立替金額は大巾に増加している｡

前年比では約1千万円も増えているが､このように

立替金が大巾に増加したことにより､当センターの立

替業務は多くの困難をかかえ､今後の立替に若干の不

安を残している｡

次に休業期間をみると､ 1ケ月以上が約35%､ 2週

間以上を加えると実に半数以上である｡

このように休業期間が全般的に永くなって来ている

ことも立替金額の増加に影響していると思われる｡

災害労働者の傷病部位の詞盃では､手､足が圧倒的

に多く､全体の約72%､傷病の種類は､打捺､挫傷,

捻挫が半数以上の58%､骨折22 9%､挫創16.1%とな

っていろ｡

これは災著にあった労鋤者の仕事が､単純肉体労働

であり､機械などを使ってやる複雑な労働でないこと

がわかる｡

特に沿岸荷役の冷蔵庫の厚内作業で災害にあった場

合､ほんのちょっとした動作が庫内零下20度以下で.

20伸一50榊こあまる冷凍魚荷役の荷を滑り落したりす

る場合など､この地域の未搬労働者の災害が多いこ

とを物語っている｡

災害にあった労働者の年令をみると､ほぼ25才から

45才までが圧倒的に多い｡

この地域の日雇労働者が就労する産業全てが､肉体

労働が基本であるため､労働者として最も働き盛りの

30代が最も多く､約半数を占めている｡ 51才以上の労

働者のうち. 55才までが殆んとてこの年令以上の労働

者には働きにくいことが考えられる｡

逆に､ 20才未満くま,この地墳に至って少いことが注
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目される｡

次に災害の発生時問をみると､就労し始めが特に多

い｡これは､日雇のため､仕事に不馴れで.また､ほ

とんど数名ないし十数名で仕事をする場合が多いた

め､十分気が合わず災害にあう可能性が強いo

午後についてii､昼食後でどうしても気がゆるんで

災害が多くなると考えられる｡

また､仕事の終了近い3時～5時頃迄も災害が多い

が､これもあと少しで仕事が終るということで気がゆ

るむ結果と考えられる｡

午後6時以降午前7時頃迄にみられる災吉は､港湾

の場合や､建設の場合が特に多く､夜勤などの関係で

就労時間がまちまちであることがよくわかるo

4　立替を受けている労働者の生活実

態

休業補償費の立替を受けている労働者の生活実態に

っいては､立替金額の中で最も多く支払われていろ額

1.000円をみた堤合､労働力の再生産のために必要な

1日の生活費としてはぎりぎりの状態であるo

まず､ドヤ代(簡易宿泊所や日払いアパートなどの

1日の部屋代)が､別表のごとく､ 100円から200円が

52%と昨年に比べて減少し､ 250円から300円､あるい

はそれ以上のドヤ代を支払っている者が増加してい

る｡この1年間でドヤ代が相当値上りしたと考えられ

る｡

次に､食費について譲400-500円が最t'多いoそれ

に殆んとの労働者が喫煙するため80-100円が必要で

あり､そのため1日1.000円の立替では､殆んとぎり

ぎりで.それに傷病を早く治すために打接や骨折､捻

挫などの揚合､特にマッサージを受けている労働者に

とっては､必要な入浴にもこと欠くほど全く余裕がな

い坑合が多い｡ i

傷病の部位､種類から判断して､休業が延びている

けさ遅日側

4　5　6　7　8　9　iO Ii i2　1　2　3

のil.回復に必要な栄養が充分補なえていない結果と

考えなれろ｡

そしで生活の保障としての休業補償費は決して傷

病した労働者に対する充分な稿償ではなく､最低の補

償だといえよう｡

労働者はそのため止むを得ず節約出来ろ唯一の方法

として食費を節約する｡

回復の遅れは､労働着の生活の若しさに拍車をかけ

るので.何とか､苦しさからのかれようと､身体を無

理して休業を打切り仕事に行く.まだ､完全に回復し

ていないために､傷病が再発したり､再度災害を受け

益々身体を悪くする｡

災害にあった労働者611名車､ 2回以上の災害経験

者は154名と昨年に比べでもかなり多く､全体の災害

の労働者の約3割を占めている○ひどい者になれば

ここ数年間に5-6回も災害にあった者もいろc

立替を受けた労働者のうち85%が単身労働者であ

り､残り15%が世帯持ちの労働者で.その生活は更に

深刻である｡

殆んとの妻はバートタ/ムの仕事に行き､ 1時剛0

0円か12胴の安い貸金で子供を主人に預け､平均1日

4-5時間働いている｡仕事は大体飲食店や旅館( l'

ヤ)の掃除婦などが殆んとである｡

しかし､一度生活のリズムが狂うとどうしようもな

くなる｡部屋代が何日潤ったとか､米を買う金に不足

しているとか､必要な金が支払われなくなる｡

このように､生活の苦しさを切々と訴えられると､

職員には事情がよく分ろだけに､やり場のない困惑に

おそわれる｡

いくら事情が判っていても､休業補償の立替範囲を

越えた相談では如何ともし難く､そうした時に悲しい

結果がおきろ｡

家慶の破壊という深刻な問題は､その解決のために

豊かな社会保障の確立を叫ばずにはおられない○
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筆娩　出騎

Ⅳ医療相談
医療サービスは毎朝午前6薄より午前8時まで･就

労あっ旋嫌に救急箱を配置して労働者の求めに応

じて軽い負傷の手当や施薬をしている｡

午前9時よりセンター窓口で､健康上の相談を受付

けている｡軽度の負傷は医務室で手当を行ない､医療

を要するものは今宮診療所に紹介しているが､その殆

んとはセンター負担となり労務者自身は無料である｡

患者数ま年々理知の一途をたどっていろ.急病で重

症の持合は救急車で直接病院に送込んでいるo

医　療　相　談　取　扱　状　況

(注)外債手当と疾病手当湖中､センター楓の数字は9時～19時までの取扱件数であり､パス韻の数字は

6時一8時までの取扱件数である｡
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†日雇労働者健康保険と失

業保険加入のあっせん事

業

日雇労働者健康保険は日雇労働者の生命と健康を守

る運動の中で設けられ､昭和28年より施行された｡

しかしながら､制度の空白地域ともいえろ愛隣地区

においては､当然のことにこの健康保険も忘れられた

存在であった｡

このような中で､当センターとしては､応急的な施

薬､治療と共に医療機関(今宮診療所一内･外科)へ

の医療紹介を行なっていたが､紹介できない疾病

(眼､歯､耳鼻など)患者の問題や､権利としての健

康保険を適用さして行き､そのことを通じて自立構神

も同時に培っていくことができるという点から昭和40

年に入り強力にこれの普及活動にとりくんでいった｡

幸いに関係官庁の協力も得､昭和40年､ 41年の2ヶ

年に2, 000名の健康保険手張所持者が誕生した｡

昭和41年7月より港湾労働法が施行されるに伴い､

健康保険の適用希望者も新たな分野で広がり､昭和45

年3月までに3,600名以上に健保手帳の交付がされ

た｡

だが､日雇健暁保険は､それが使えろためには前2

ケ月に28言分または前6ケ月に78日分以上の保険料納

付(印紙貼付)が必要という受給資格制限がついてい

ろ｡

同時に､とくに建設で傍らく日雇労働者は業者がほ

とんど日雇健康保険を扱っておらず､手帳に印紙が貼

ってもらえないのである｡

こうして日雇労働者は､たとえ日雇健康保険の適用

を受けていでも受給資格をとることができず､また､

中途半端に納めた保険料はみんなカケ捨てになる｡

ということで､昭和45年3月までに手張の交付を受

けた者の中で実に受給資格を得た者は2割余の882名

にしかすぎないのである｡

この資格取得者も継続して受給資格のある者の数は

グッと減り300-400人と半減してしまい､結局健康保

険の真の意味での適用を受けている者は手張所持者の

1割程度になってしまう｡

日雇健康保険はその内容で､療養期間が2年しか保

障されない､傷病手当22日､出産手当21日､本人が死

亡しても4.000円の埋葬科しかないなど不十分な点を

持っているが､ここではまず何よりも健康保険手帳を

つくり､働けば受給資格が取得できるという樹皮の完

全実施が行政の責任において行なわれることが急務と

なっている｡

当センターの厚生部の窓口を通して､取扱った日雇

失業保険の年度別並びに44年度月別状況は別表の通り

である｡

年度別表で明らかな通り､その取扱い件数は年々減

少の一途をたどっていろ｡その原因は､日雇労働者に

対してこの制度が徹底していないということ､資格

取得にあたっては公共順躁安定所の認定を必要とする

が､その手続きが､この地域の労働者にとってわずら

わしいということ｡印紙貼付が雇主において徹底して

いないということ等々があげられる｡更に安定所の斡

旋による仕事の労賃が比較的安いという事実も見逃せ

ない｡

社会保険は､すべての国民が等しく享受すべきもの

であり､ましてや当愛隣地区に在住する労働者の生活

の実態からしても､促進こそすれ､現状のまま放置さ

れるのは茜追懐であるので.行政当局の抜本的対策と

業者指導が､今後の大きな課題といえよう｡

∴∴∴ 凵ﾟ ･_襲＼ -/宗 劒R�ﾈ����������ｨ������ｹj����

∴∴ 凵� ∴ ����������り�依粨�依粤｢�

＼ ���� ���ｨ示宙5h�������������

∴∴: 劔⊥ 伜X���

昭和44年度月別日雇失業保険手帳求職受付票取扱状況

月別 種別 �3C�綯�3CB�2�S44 4月 免Xﾈ��6月 度ﾈ��8月 祷ﾈ��;10f] ���ﾈ��12月 �3CR��ﾈ��2月 �8ﾈ��S44年 度計 凩ﾘﾇb�備 

新規登録者数 ��ﾃS�B�9 唐�5 �3��8 白� 途�5 ����9 免ﾂ�124 ��緜#��

月末失効書類 ��ﾃC#��7 處r�点 澱�31 ���1 澱�1 �� �� �� 
9 優ﾂ�8 儘ｒ�1,543 ��

翌月繰越 有効求職者数 迭ﾃ#3��8 俘"�68 傲b�川 途�6 ���71 侏��76 都��890 澱ﾃ�#�� 

夜間就労実人員 �2�#C2�6 侏��62 �5��62 澱�5 鉄r�56 �+3｢�60 田��子高 �2ﾃ都b� 

内直行実人員 白ﾃs�r�39 亳r� �� �� ��38 �� �� �� 話 亳r�演 �.��3 ����<r�31 俔��445 �"ﾃ�c"� 

Sの �#R�38 ���3 ���30 倬��24 �3b�40 ����15 �#C��1,142 ��

計ー ��B�����224 �#S2�186 ��｣2�高一7 佗ﾈ�b�205 免竸｢�207 �##��蔦∪ �(鰾�2i564i ��bﾃSs"� 

年度別日雇失業保険手帳求職受付票取扱状況

種別-二王_哩_ �3C��S41 �3C"�S43 �3CB�合計 儖Xﾖﾂ�

所｢粛｢霊｢褒｢喜一薮ー 鉄C��5品 �#cR�lW ��#B�1,628 ��

月末失効音数 �5��603 �#s��172 緬?2�1,543 ��

翌月繰越 ���3�R�1.575 亦ﾃ3�"�1,039 �6ﾒ�6,121 ��

月間就労実人員 鼎���858 ��ﾃ�s��896 ��｣2�3.976 ��

内直行実人員 ��S��414 鉄�2�552 鼎CR�2.162 ��

失保受給者実人員 田��二時 �33r�281 陶�ﾂ�lJ42 ��

汁 �"ﾃピR�4,190 �2ﾃイb�3,097 �"ﾃScB�16.572 ��

日雇労働者健康保険年度別取扱状況

(昭和39年～昭和45年3月)

一言一高-一一一二-一一三_三_ 儡39 �3C��S41 �3C"�S43 �3CB�請 

被保険者手張交付数 �73 亦�����940 田���489 鉄�"�3.624 

受給資格者票取得数 �2g �����219 ��C��153 ��C��882 

受給資格確認申込数 �- 辻�330 �#SB�370 ����1,372 

その他 更新､再交付､重曹､依頼 �- 辻�告S �3���291 �3cB�1,213 

取扱計 �102 ���#���1.737 ���3�R�1.303 亦ﾃC32�7.091 

ー｢ 破返 保還 険教 苦 手 i営-i iL 佰�WHﾎ3�D霹���- 辻�87 �<�� �� 

柱 鉄b�297 

常用化により 一般健保に 辻�- 免��2- ���6 ��鰾�

その他 (重複､死亡､不要) 辻�- �:��工 釘�7 �3��

請 辻�- �#���lu 都2�69 價釘�



Ⅵ無料宿泊(アプレ労働

者)援助と対策
例年､年末年始は日雇の仕事が少くなるので･労働

者の中に朕｢青カン｣ (野宿)を余儀なくされるもの

もおり､また寒夜に空腹をかかえ街路に焚火して元日

を迎えるものもおり､近隣の迷惑もおびただしいもの

があった｡

センターはこれが応急対策として

①昭和7年の正月には大阪府労働部から大テントを借

り受けで労働者の自治による臨時宿泊所を急設し

た｡

②昭和38年の年末にもこれが予想されたのでセンタ~

は救世軍の無料一泊所に連絡を取って労働者の宿泊

を依頼することにし､さらに元旦にかけて社会福祉

法人目彊飽､並に財団法人浪速寮(簡易宿泊所)に

依頼し､ 4日間で延363名のアプレ労働者に宿舎と

食事を提供した｡

このような情勢から年末年始のほか､日頃アプレ対

策として昭和42年10月から短期宿泊保護取扱要領を定

め､最高3日間の宿泊保護を実施することにした｡

以来センターの登録労働者で負傷疾病で働くことが

できず手持金もないため就労に心要な2､ 3日の休養

も取れない場合､病気退院後即日就労の不可能な状態

にある時､その他においてこれの労働者最長3日間の

宿泊と食事を給与する依頼書を発行し実費はセンター

で負担することにした｡

昭和42年より現在に至る宿泊保護数は年度別に記す

ると､別表に見る通り､

昭和42年( 9月) 86名延140泡延366食

昭和43年267名延437泊廷1 , 112食

昭和他年316名延491泊廷1 , 189食

開始以来､年々増加の一途をたどっているoこの状

況から判断しても､愛瞭寮､今池生活館､馬渕寮など

家族住居の対策もさることながら､真の宿泊対策は15

000人の単身労働者が集中している境地実情を考えれ

ば､単身者の宿泊施設の建設が肝要ではないだろう

か｡

Ⅶ　日雇労働者病床見舞
この病床見舞の制度は､当センターに入院前10日ま

でに登録した労働者で.療養期間が1ケ月以上を要す

ると認められる者などが対象となっている｡

見舞金額は最高1人2,000円を限度としているo入

院中の日用雑貨の支給品は寄付行為による品であって

入院者の緊急援助の一つとして愛隣飽､西成防犯相談

績珊1

コーナー､西成労働福祉センターと3ヶ所にて配分し

て各々が対象者に支給しているo

その見舞金､見舞物資の支給状況溺暖の通りであ

る｡

特に愛隣地域の労働者は家族､親せきのつながりが

ない者が大多数であるのでこの種の見舞は福祉の立

場から大いに行ないたいが､予算上思うようにできな

い根がある｡

昭利41-45.3.31　短　期　宿　泊　実　施　状　況　(自重館南山棄紹介)

∴ 凉駅��"�宿泊 ��磯i>�vR�剞ｿ 倡瓜R�累計 儖Xﾖﾂ�人員 弍ｨｭB�朝食 �(ｹ���夕食 刹煌z 

S42_9 S43.3 窒�V��1時 ��C"�塙 ��-��366 鉄2ﾃ3#��53,320 ��

S43.4 S44.3 �#cr�点け 鼎3��弐1 滴鏆�_1.112 ��c"ﾃ�s��215.390 

合計 �3S2�千川 鉄s2�312 鉄�2�1.468 �#�R�3���215,390 

S44 4月 �#��鳥 �#r�9 ����63 湯繝���225.200 

5 ����40 鼎��22 鼎��102 ��Bﾃャ��200.080 

6 俣32�59 鉄��36 鉄r�152 �#�繝S��261.930 

7 ��ﾒ�高 �+��22 ��R�109 ��b��S��277,980 

8 陶H2�栂 �3��15 �3��91 ��2ﾓ����291,880 

9 ����ｲ�読 �-2�26 倬��同3 ��bﾃ�C��308.020 

川 �#"�莱 �#��6 �#r�61 湯纉#��317,940 

ll 凭ﾂ�35 �3R�古 �3B�86 ��"ﾃ����330.750 

諒 ��"�点 鼎��22 傅ﾂ�103 ��r紊s��348.220 

S45 1 �<r�演 �2罎�ll �32�76 ��2ﾃC#��361.640 

訂 �#C��389 �3コ�186 �3ィ�955 ��Cbﾃ#S�� 

2 鼎��59 �｢�23 鉄��同1 �#�經s��383.210 

3 �3R�良 處��9 �+��93 ��R�##��398.430 

計 �8鰾�491 鼎ッ�218 鼎コ�1,189 ���2��C�� 

総合計 田c��i.070 白��S��畠J 白ﾃ�c��2,657 �3唐紊3�� 

44年度　　日雇労働者病床見舞物質支給状況調査

44年3月まで �44年 4月 店ﾈ��6月 度ﾈ��8月 祷ﾈ��io月 ���ﾈ��12月 豫�(耳ﾋ2�姪8ﾈ��44年度 合計 鼎ID�7�-ﾂ�,X,ﾉ}ﾘｮﾂ�

日用品 コップ 石ケン 袋物 �58�ｸ6��67 ���0 ���0 ���3 途�2 唐�42 �1 �#��95 

愛リン 涛��2 亦�i �2�4 ���1 ���0 迭ﾕ��ｲ��2�霊 ���2�

センター 田��3 �2�6 迭�2 �2�2 釘�5 迭�4 唐�50 �����

下着類 シャツ ノくンツ ズボン下 �5"ﾘ6��ug ���0 ���0 白�3 途�2 唐�4 �"�1 �#��147 

愛リン 涛��2 白�1 �2ﾒ�4 ���1 ���0 迭�1 ��ｳ2�22 ���2�

センターi �3 途�7 ����I 釘�5 途�18 途�4 唐�81 ��C��

合計 �58�ｸ6��l涙 ���0 ���0 �"�6 �:��4 ��b�8 釘�2 鉄b�告こ 愛リン ���"�4 �"�2 澱�8 �"�2 ���0 ����2 澱�44 �##b�

センター 薄ﾆ��6 ����13 偖ﾃR�3 途�7 免ﾂ�23 ��"�8 ��b�131 �#S��

(センター　厚生部)

自制E



Ⅷ年末友の会の貯金

440名参加　3,004,400円貯金

無料宿泊対策の項で述べたよAr.に､年末年始は仕事

が少いので.抱域の治安も考え毎年関係機関､施設の

長によってその詩集が講じられる｡

労働福祉センターが過去8年間に見る年末友の会の

貯金奨励もこの対策の一部で.日雇労働者に勤労浩神

と貯蓄心をうえつけ､これによって彼らの無計画な生

活に秩序を与え､労働者が自力で更生越年できるよう

センターは貯蓄の友の会貝を募り､多数の労働貯蓄者

に高額の奨励金および副賞品を与えろことにした｡

この友の会も8年を迎え別表の通り頚立金額も万博

の就労と高賃金の影響もあってか､本年度薄手に上昇

した｡途中解約者36名､ 185.600円､申込んだだけの

人64名にも達している｡

友の会実施者の立境から考えると会員の%程度の労

働者が主旨に塞いて貯蓄しているが､弟は奨励金目当

ての貯蓄者であることは見逃がすことはできないo

今秋､変隣総合センターに移転して後の年末友の会

は年中行革的に行なうことなく､真に勤労意欲と貯蓄

心の養成を呼びかけにふさわしい要領で貯蓄業務の推

行を図りたい｡

昭和44年度積立賭金｢友之会｣

用　就労先経路､健失保険､家族状況及年令別納査表

就労先 劔経路 劔]ｸﾊ��劔家族 

港湾 �7佶ｩ�ﾂ�����直行 �?ｨﾍ��汁 佶)]ｲ�,ﾈ-ﾒ�失保 のみ 佶(�]ｸ,h.��なし �/��育 冖2�請 

名 136 冖ﾂ�#�r�名 1時 凩��CSR�名 川0 冖ﾂ�3�R�名 高さ 儿��畯r�名 u 冖ﾂ�Fｩ(b�名 223 丿R�5��名 99 冖ﾂ�3Sb�負 高〔 

12) 20才～70才までの年令層区分

20-30才13…0才 鼎�ﾓS�ﾜｳ�S�ﾓc�ﾜｲ�60-70‥‖不可討 

可215名 售#塔�3�kﾂ�5名目訂455名 

積立貯金年末｢友の会｣年度別細衷

区分 種別 �33yD�7��S38年度 �33僖�7��S40年度 �3C�D�7��S42年度上皮ls4- 劔���

申込者総数 ��#)kﾂ�291 �8鰓�279 鼎3R�:樟9 鼎SR�埴0 �"ﾃc的kﾂ�

60.500 鉄s�ﾃ#���886,600 白紊Sbﾃ����1.412,400 �"ﾃs�づs���3,024.400 ���纉3停�ツ�冷�積立貯金総預金額 都���c�冷�

積立貯金入金書 籍数 ���ikﾂ�162 僵ﾈ.r�165 �#�"�270 俘)?��_340 ��繝39kﾂ�

途中解約者総数 ��)kﾂ�心 塔��51 几��単 俥｢�36 茶C#Ykﾂ�

その他 的kﾂ�63 都b�63. 都2�諒 鉄��64 鼎3ikﾂ�

～ �� �� �� �� 

摘要 ���ﾃ�?｣���1人1日50 円2日ま ���ﾃ�8ﾓ���1人1日20 0円11日 ���?｣#��1人1口30 0円1日ま ���ﾃ�?｣3��1人1ロ40 0円1日ま で25日,- 10,000円 畿念金緩怠金 額額 

円3日ま �0円1日ま �0円1日30 �0円1口ま 

で31日～ 390円 �,SSY?｢ﾒﾒ�SS��冷�で55日～ 5.500円 令 �-ﾈ,S3�?｢�Rﾓf簸��日ノー6,00 0円 奨励金1 �,S#�?ｨ���bﾃ���冷�で30日,- 9,000円 奨励金1 

奨励金1 割増 � 奨励金5 割増 傅y~8ｾ�"�ｨI�ﾒ�斐励l 割報 刳я� 支払金額 乖I�ﾒ�迚ZXｾ�ｧ｢�割増 支払金額 

支払金額 35.030円 倡瓜Xｾ�ｧ｢��#b貳��支払金額 75.120円 倡瓜Xｾ�ｧ｢�モ緜c�冷�145.600 ��C��#C��270.870 

叩　ae ag　伽　4i da LI3　44孤
-.　　生　　年　　il　　　も　　年　　寄　　年

44年度日雇労勘考病床見舞金支給状況

昭和38年度 白12月16日一 重3月31日 剋ｩ12月16日～ ｣_亘理 剌ｺ和40年度 自12月26日一 室2月27日 剋ｩ認計自認等 至3月10印至2月16日 劔十一.∴ 

一､＼_人 利用者＼員 刹髄嵩� 凵�� 劼∴ 冓h.人員 刳L 

労働福祉 センター 侏����I′ 陶<r�:｢ 凵戟� 偖ﾈ爾�′′ �#r�∴ 亦�串i 

警察署 侘8*ｲ�′I �-ﾖ��′′ 鐙ﾘ"� ��′l17 凵戟� �h裙c��T8ﾇ�#"�i小一 

西成地区 �#�R�′′ �(b�I′ 鉄�� 窒�′′ ��Sb�-i- i ′′32 剴ﾇ: 

厚生省 幡ﾃ��′l ��#2�l′ 俘"�中央厚生 相談所 鐙����� �#��剄ｂｳ 

血液銀行l54 凵畦 亦�s��I′ 凛r�′′ 亦�釘���∴ 侏��′′ ���33"������

′I 田r�ミドリ 十字 處��ll ����lI 佻ﾂ�l′ 

′I 鉄r� �� �� �� ��l仁 ～ 

知人文人に きいて ����i′′ �-ﾒ� �� �� 亦� 辻ぴ��ﾓ｢�

大阪駅 ������澱� �� �� �� 剋m 

その他 亰����( ∴ �#��I/ 刎･2�千 塔��ll ���ﾃ｢�∴ ���コ�時子 

宿泊者実人員 合計 ��ャ��′′ 塔cB�i′′ 迄ｪ��'l491 凵� �3cr�二一1-言 ∴∴∴ l′ i �3,817 

-i延 �"���r�′′ ���#ｨ����"�3c��I/=2,906′′ 剴�ﾃS�2��15.766 

(注)秦-i-昭和37年度宿泊者実人員1.418名､延4i952名 
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